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保育者に必 要な音楽的能力 の 養成

　　　　　　基礎技能の 観点か ら

　 ○角藤 智津子　　　　　　　　　　　古川　哲也

（埼玉 県立 大学短期大学部）　　　　　 （清和大学短期大学部）

1、　　 は じめ に

　幼稚園數諭や保育士 を養成する学校で は、各校が保

育者 に必 要 と考えた音楽的能力を伸ばすため に、さ

ま ざ ま な音楽関連の カ リキ ュ ラム が 工 夫され て い る。

ピ ア ノ 奏法に多くの 時間を とる学校が あるし、．声楽

に力を入れ る学校もあ る 。

　研究対象とした 2年制の A 校で は、「基礎技能 音

楽 1亅 とい う科 目が開講 されて い る。 こ の科目内容

を新し く作成し、2年間の 実践か ら得 られ た結果を

示 し た い 。

2 、　 研究方法

以下の 頽番で検討す る 。

1）音楽関連科 目の 開講 の きま り

2 ） 保 育者 に 必 要 な音楽能 力

3 ）A 校 に おけ る 「基礎 技 能 音楽 ll の 授業内容

4 ）保 育者 に 必 要 な音 楽能 力 を身に付け られ た

　 　の か

3 、　 研究結果

1） 音楽関連科 目の 開講 の き ま り

　幼稚園教諭や保育士 な どの 保育者 を養 成 す る機関

に おい て は、それ ぞれ 「教育職員免許法施行規則」「指

定 保 育 士 養 成 施 設 の 修業教科 目 及 び単位 数

並 び に履修方 法 亅
・
に基づ い たカ リキ ュ ラム を作成

しなければならない 。 音楽関連科 目を
一
番少なく設

定した場合、 表 1 とな る。

表 1

　2 つ の 資格 を取 得す る学校 の場合 は、音楽 2 単位 と

して 、 両方 の 資格 に共通な 科 目立 て をす る場合が ほ

とん どで ある 。 音楽関連科 目は、最低単位数 を 超 え

て 開講され て い る例が多い。

　研究対象の A 校は 、 保育士養成の み が行われて お

り、音楽関連科目は必 修で 40 時間開講され て い る。

この うちの 30 時間が 「基礎技能　音楽 1亅 1 単位と

な っ て い る。

　こ の 他 に、保育内容とい う科目の 中に 、 保育実践に

直結 した音楽関連 の 内容が含ま れ て い る こ とが多い

が、今回の 検討では、扱わない 。

2）保育者に必 要な音楽的能力

　大山美和子は、子 ど もが 小 学校に入学す る ま で に、

音の 高低、 長短、 強弱、音色 （人 の 声も含む）の 4 つ

を意識、認識化させ る こ とが必要で あ る と言う。

・

保育者 は、こ れ らの こ とを子 どもに 指導し、援助す

る こ とがで きる音楽的な能力が必要で あると考える。

具体的 に は、

  楽典 の 基縫知識が あ る 。

  歌を楽しんで歌 う。

  ピ ア ノ等の 伴奏楽器 で、子どもの 歌や合奏 に伴奏

　 が で き る。

  打楽器 を中心 と した い ろ い ろ な楽器 の 奏法を知

　　っ て い て、実際に演奏が で きる。

  標題音楽を中心 に した 、 音楽史の 知識があ る。

  音楽関連の 機器の 使用法の 知識が あ る 。

  将来、初めて 見る曲、新 しい ジ ャ ン ル の音楽 、 新

　　しい 音楽教育法に接 した時 に、自分 の 考えで保育

　 に取 り入 れるか どうか を判断で きる。

の 7つ の 能力が 必要で ある 。

3）A 校 に おけ る 「基礎技能　音楽 1］ の 授業内容

開講時期 ：1年後期

学生数 ： 30 名

教 員 ： 4 名

　 専任教員A （音楽教育、ピ ア ノ奏法、歌唱法）

　 非常勤教員 B （表現指導法 ・ 打楽器奏法）

　 非常勤教員 C （ピ ア ノ奏法、編曲法）

　 非常勤教員 D （歌唱法、音楽療法》
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　教室 ： 30 名定員の 集団教育装置の あ る部屋 1 、

　　　　5名定員の レ ッ ス ン室 3

授業形式 ：1 回 の 授業を前半、後半に 分け、学生 は、

2 っ の 異な る内容を 、 異な る教員か ら、異なる教室

学ぶ 。 従 っ て、授業の教 室 を、 途中で 、 1回移動す る。

　実技の みを 、
い わゆる個人 レ ッ ス ン の 形で教授す

る こ とだけが授業内容とな る教員はい ない。どの 教

員も、自分の 専門を講義す る機会が ある 。

大きな教室で 15 人 ずつ の授業をす る教員 1名 と、

レ ッ ス ン 室で 5人ずつ の授業をす る 3名の 教員で、

4 っ の 内容が 平行 して行 われ る 。

　学生 は、4 つ の 内容の うち 2 つ を、徳週換わ りな

が ら勉強す る 。 学生 B の 例 を表 2 に示す。

表 2　学生 B の 授業内容

回 時間帯 授業の 内容

113 ：00〜 14沼0 ．夏休み課題発表会

213 ：00紺13：45 保育の 中の音楽

13：45 〜 14：30 うた

313 ：00〜 13：45 幼児教育に おける楽器

13：45〜 14：30 ピアノ・譱礎

413 ：00・》13：45 ピァ ノ奏法 の基本

13：45〜14：30 打楽器

513 ：00僧13：45 子どもの うたの特色

13：45〜14：30 ピアノ伴奏法

6
　　．
13：00〜13：45 子どものうたの伴奏法

13：45〜 14：30 うた

713 ：00〜13：45 合奏と指揮法

13：45〜 14：30
　　 厂
ピア ノ・藩礎

813 ：00〜13：45 編曲法

13：45 西 ・14：30 打楽器

913 ：00卿 13：45 合唱

13：45御 14：30 ピア ノ伴軣法

1013 ：00・》 13：45 合奏と鑑賞

13：45卍14：30 ピアノ・基礎

n13 ：00〜13：45　　． 標題のあるピア ノ曲

13：45 〜 14：30 打楽器

1213 ：00〜13：45 子どものうた

13：45卍14：30　　　　　　 1 ピアノ伴奥法

1313 ：00〜 13：45 保育所実習に向けて

13：45〜重4 ：30 うた

141300 〜1婁30 ・
和太鼓をたたこう

4 ）「保 育者 に必要 な音 楽能 力 を身に付けられた

の か亅 につ い ての 教員による検討 で得 られた見解

  楽典の 基礎知識 が あ る。
・時間は か か る が、読譜は で き るよ うに な っ た 。

・調性にっ い て の 知識は浅い。

  歌を楽しん で 歌う。

・授業後、学生 同：ヒで歌い なが ら帰る。
・ 担当 者が 工 夫され た数材を用 い 、歌 う こ とへ の 学

生 の 興味 や意欲 を高 ま っ た 。

  ピア ノ等 の 伴奏楽器で 、子 どもの 歌や合奏 に伴奏

がで き る

・毎回 3 曲はマ ス ターしてい る 。

・と りあえず伴奏は で きる。
・伴奏の 音の 大き さやテ ン ポに 十分留意で き るま で

に は 至 っ て い な い。
・歌い は じめ の 指示を出す必要性を理解して い る。

  打楽器を 中心 としたい ろ い ろ な楽器の奏法を知 っ

て い て、実際に演奏がで きる 。

’

・基本的な楽器の 奏法を よく学ん だ。
・複雑な リズム を正確に 打て る よ うに な っ た。

  標題音楽 を 中心 に した、音楽 史の 知識 が あ る 。

・標題音楽 に は、興味を持 っ てい る。
・音楽史の 知識は 、 断片的で ある 。

  音楽関連の 機器の 使用法の 知識が ある 。

・授業内で は扱 え なか っ た。

  将来、初め て 見 る 曲、新 し い ジ ャ ン ル の 音楽、新

しい 音楽教育法 に接した時 に 、 自分の 考 えで保育に取

り入れるか ど うか を判断で き る 。

・新 しい 音楽教育法 に は、非常に 興味を示す。

・自分の 考えで 保育に取 り入れ るか どうか を判断で

き るか は、現在めとこ ろ、わか らなY、

終わ りに

　少ない 時間数の 中で は 、 効果をあげて い る授業内

容だとい える。しか し、教員の 中か らは、「学生 が み

な非常に熱 bで、よく勉強す る の で、授業内容、方

法が 効果 を あ げて い る理 由の す べ て と は結論 で き な

い。」 との 意見もあ っ た。

　今回 は、授業内容を中心に、教員の 側から見解によ

る発表と した。今後は、よ り客観的なデータに よる

分析 へ と
’
進み たい。

（研究協力 ：松倉恵子 氏、望月雅枝氏）

・ 大μ」美和子、「幼児の 音楽教育」国土社1991 ：
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